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◆ 会長挨拶 山内 隆 

  本日はホテルでの本年度最後の例会となります。 

7月 7日の本年度初めての例会から、早いもので 1年が過ぎようとしていま

す。 

社会の出来事では、ポケモンＧＯから始まり、豊洲新市場、オリンピック会場、

リオデジャネイロオリンピック、将棋の藤井 4段、北朝鮮問題、トランプ大統

領就任と混乱、共謀罪法案の強行採決、加計学園問題など、どうして？という

ものも含めて、めまぐるしくいろいろな事がありました。 

本年度のクラブターゲットを「考えてみよう、より良いロータリークラブの

姿を」 －元気なクラブとするために－とさせていただきました。 

後程報告もあります。実現できたこと・できなかったこと、良かったこと・良

くなかったこと、いろいろありますが、少しだけ振り返っていただく時間とし

ていただきたいと思います 

 

◆幹事報告 （小路 昌弘 幹事） 

◎ 6/22 ガバナー事務所：2017-18年度第 1回クラブ職業奉仕委員長会議のご案内が届く。 

            日時：2017年 7月 23日(日) 受付 13：00 開始 13：30～16：00 

            場所：石川県地場産業振興センター 本館第 2研修室 

 

◆プログラム  

   クラブフォーラム ～ 一年を振り返って ～  

  会 長 山内 隆  

1 年前、岡部一輝ガバナーは地区方針として「語り合おうロータリー」を

掲げられました。 

奉仕の心を高めながら、「４つのテスト」に照らして、ロータリーを十分に 

「語り合う年」にしたいということでした。 

いずれにしても、より良いクラブ、元気なクラブとなるために各場面で語り、 

議論することが大切で、経歴や年齢、男女関係なく、みんなで前向きに考え話 

し合う、これができることが「元気なクラブ」への第１歩になるのですが、 

なかなか難しいものです。 

 

ここで白山石川ＲＣの 1年を振り返ってみますと、 

●前半の多くを「クラブ創立１５周年記念事業」の準備に費やし、実行委員会が何度か開催されました。   

●7月初めにはダニエルがカナダへ帰国しましたが、東京オリンピックでは水泳のカナダ代表として日本へ来ると話し 

ておりました。8月 6日には交換留学生の埴岡君がカナダより帰国しました。 

前年度からの引き続きで米光カウンセラーにはお世話になりました。 
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●8月 18日には多田会長エレクトを中心にオープン例会を開催いたしました。 

クラブに入ってほしい方、見て欲しい方などにまずはクラブを知ってもらおうという例会でしたが、この時期に木村 

会員と松田会員が入会されました。 

将来中心メンバーとなっていただけるのではないかと思っています。 

●11月 12日には創立１５周年記念例会を中川実行委員会委員長、山本幹事の元、開催いたしました。大勢の方に出席し

ていただき、お祝いのお言葉を頂戴いたしました。 

またこの日には八日市南クラブと、今後も友好関係を深めていくことを確認いたしました。 

ずっと前の事に感じますが、わずか 7か月前になります。 

今後は 20周年を意識しながらの運営になろうかと思います。 

●1月 24日に「規定審議会に関する検討特別委員会」を開催いたしました。 

定款を国際ロータリーからのものに改正する必要がありますが、細則は原則変更しないという結論でした。これに伴っ 

て先日の臨時総会では定款と細則の必要部分を改訂いたしました。次年度より適用となります。 

●2月 4日には社会奉仕事業「世界に通用する青少年を育てる」の 3年計画での最終年度となる「英語で遊ぼ！」が今年

度も地区からの補助金を得て、金城大学を会場にして開催されました。 

西田理事・織部委員長に主導していただきました。 

将来の交換留学生候補になるかもしれない人たちが対象ともいえる事業ではありましたが、保護者からの質疑応答では 

初めて、交換留学生制度に関しての前向きで具体的な質問が 10名程度の方々からからあり、英語教育への関心とともに

事業が定着してきたことを感じました。 

●本年度は結果として交換留学生の受け入れ・派遣がありませんでした。 

派遣留学生については、早めに会員の子弟、地域の学生などの希望や情報をお寄せください。 

●3月 26日にＩＭがホテル日航で開催されました。「語り合う」を実現するためにテーマごとに第 1分区１３クラブが 

公平に役割分担し、６テーマで 10人程度ごとに 13テーブルに分かれて７５分間語り合うといった内容でした。 

新しいスタイルでしたが、ＩＭについては今後の開催は流動的だと言えます。 

●3月末には米山奨学生のアイルンが無事卒業されて、筑波へ向かいました。 

米光カウンセラーにはお世話になりました。 

●3月 26日には白山ロータリークラブの創立 50周年事業も開催されました。 

 

会員は年度スタート 33名から 1名増の 34名でした。私の力不足もあり当初目標に達することはできませんでした。 

今後ともそれぞれが周囲に目を配って、新会員の推薦をお願いいたします。 

クラブ会報については、塩野理事と安田委員長に、次年度につながる形を模索していただきました。 

また、小柳会員が米山記念奨学会委員長として、永瀬会員と多田会員がそれぞれの委員として地区へ出向していただき 

ました。 

多くの事業と時間を会員の皆様と一緒に過ごすことができ、ロータリーについて考えたり学んだりできた気もします。 

会員の皆様、小路幹事、理事の方々にもお世話になりました。 

また事務局の舘さんには 15周年事業とも重なった中でよくやっていただきました。ありがとうございます。 

最後になりましたが、会長としてふさわしくない発言もあったと思いますがご容赦ください。 

次年度は前年度会長という立場で理事会に残りますが、今後は会員の一人としてその時々の会長幹事に協力していくつ 

もりでおります。 

1年間ありがとうございました。 

 

 

 

 会員増強委員長 多田 茂 

会員は年度スタート 33 名から 1 名増の 34 名でした。私の力不足もあり当初目

標に達することはできませんでした。 

今後ともそれぞれが周囲に目を配って、新会員の推薦をお願いいたします。 

クラブ会報については、塩野理事と安田委員長に、次年度につながる形を模索し

ていただきました。 

また、小柳会員が米山記念奨学会委員長として、永瀬会員と多田会員がそれぞれ

の委員として地区へ出向していただきました。 

 

 

 



 

クラブ広報委員長 塩野 正幸 

クラブ広報委員長の塩野です。 

時間も限られていますので、①クラブ広報委員会の事と②今年度の理事役員 

会の 2点に絞ってお話します。 

①クラブ広報委員会についてですが「広報雑誌委員会」と「クラブ会報委員会」 

 で構成されています。 

「広報雑誌委員会」では、毎月第 1例会でロータリーの友についてお話して頂 

きました。浅野委員長・山本副委員長にはロータリーの友の要点を抜粋し分か 

り易くお話しして頂きました。本当にありがとうございました。 

それとロータリーの友について、6月号に当クラブが取り組んだ「世界に羽ば 

たけ青少年・英語で遊ぼう」を掲載しました。当クラブの記事が掲載される事 

も中々ないので会員各位には再度 6月号のロータリーの友のP22をご一読下さい。よろしくお願いします。 

「クラブ会報委員会」では、毎週の会報を作成して頂きました。今年度よりクラブ会報をシンプルにしよう、クラブ 

会報委員の方々の負担をなるべく軽減しようと、今年度の理事会に提案をしました。他クラブの会報を参考にして当 

クラブの会報を根本的に見直すことを理事会で承認して頂きました。会報委員会の負担の少ない会報作りをと考えて 

いのですが、安田委員長には非常に頑張って頂き毎週素晴らしい会報を作成して頂きました。安田委員長には大変に 

ご苦労をお掛けしたと思います。本当にありがとうございました。 

②今年度理事会は、山内会長が掲げた「考えてみよう、より良いロータリークラブの姿を」をテーマに、緊張感のある 

理事会だったと思います。厳粛の中にも和やかな雰囲気で小路幹事の進行のもとスムーズな理事会運営でした。 

理事会も回数を重ねる度に山内会長の笑顔も増え、最終理事会での会長の笑みはとても印象に残っています。山内 

会長の笑顔はとても素敵でした。山内会長・小路幹事・各理事役員・各委員会の皆さん一年間お世話になりました。 

ありがとうございました。 

 

管理運営委員長 西川 隆司 

  山内会長の “考えてみよう、より良いロータリークラブの姿を”とうテー

マをうけて、 

１）クラブの効果的な運営のために活動する 

２）出席率向上のためにメーキャップすることを奨励する 

３）例会が楽しくなるようなプログラム及び会員のためになるプログラムを企 

画する 

４）炉辺会合 親睦活動とうにより、家族を含めた楽しいクラブ運営を行う。 

以上４つの運営方針で、スタートしました。 

１番目については、漠然とした方針で、何をどうしたというような評価は残念ながらできませんでした。具体的に“こ 

うする、このような活動をします”というような内容のある企画を考えるべきでした。 

２番目については、声掛けやメーキャップについて奨励し、出席率向上にある程度の評価ができるでしょう。 

３番目については、多方面からの卓話者を呼ぶことができ、評価したいと思いました。 

４番目について、例年通りの事が出来たと思います。“例年どうりでいいのだ”ということであればそれなりに評価 

したいと思いますが、これもさらに良い企画があれば会員全体で考えていきたいとも思いました。 

各委員長の皆様ご協力ありがとうございました。 

 

◆出席報告（中島 育子 委員長） 

    ● 出席率：64.51％      

    ● 出席者：20名/34名      

  ● 出席補填：0名         

    ● 出席免除：1名      

    ● メーキャップ：6名  

 

6/20：炉辺会合第４班 高松 喜与志 米光 利也 塩野 正幸 

                 永瀬 喜子  今井 欣也 武藤 一彦 

 



 

◆ニコニコボックス（池元 ことみ 委員長） 

 

   

 

本日合計  3,500円    今年度累計 602,053円 

                                                       

 

氏  名 メッセージ 

山内  隆 会長 一年を振り返ると色々な事がありました。理事の皆さん、報告ありがとうございま

す。 

小路 昌弘 幹事 本日、無事クラブフォーラムを迎えることができました。理事役員の皆様、一年間お

つかれ様でした。感謝申し上げます。 

永瀬さん、SAA代理ありがとうございました。 

池元 ことみ 山内会長、小路幹事、理事の皆様、一年間おつかれ様でした。 

ﾆｺﾆｺBOXもこの会場では最後です。ありがとうございました。 

 


